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Ａ．研究⽬的 
 全国がん登録の情報には、医療機関の受診者に
関する機密情報が含まれており、がん登録情報を
⽤いた調査研究を⾏う際に、匿名化データからの
機密情報が外部に漏洩しないような安全性の担保
が必要である。現在、匿名化データの代表的な安
全性指標として、k-匿名性および、その派⽣指標が
多く提案されているが、がん登録情報に対して具
体的にどの⼿法を選択すべきかその要件は明らか
でない。本研究では、匿名化⼿法の安全性の評価
⼿法を確⽴し、その要件を満⾜する匿名化⼿法の
確⽴を⽬指す。 
Ｂ．研究⽅法 
 本年度は具体的な k-匿名化アルゴリズムを実装
し、特に外観識別性の⾼い地域情報に着⽬し、⼀
般化処理に関する実証評価を⾏った。年齢、性別、
住所情報の３つを準識別⼦情報とする k-匿名化ア
ルゴリズムを検討し、特に識別リスクの⾼い住所
情報の⼀般化処理に着⽬して、２種類の k-匿名化
アルゴリズムを考案、実装した。１つ⽬のアルゴ
リズムは、住所情報を地域レベル（都道府県、市
区町村、町丁⽬）に基づき⼀般化処理を⾏う⽅式
であり、必要に応じて同じレベルの地域情報の統
合を⾏う。２つ⽬は、前処理として、がん登録情
報の住所情報に国⼟交通省の公開する GPS 位置情

報を紐付け、GPS 位置情報の基準点に基づき、広
域レベルの地域情報の２分割を再帰的に繰り返す
トップダウン型の匿名化アルゴリズムである。２
つのアルゴリズムが⽣成する k-匿名化グループの
レコード数のばらつきを⽐較した。 
Ｃ．研究結果 
 ⼀つめの地域レベルの⼀般化による匿名化アル
ゴリズムは、効率的に動作するものの地域の⼈⼝
密度を反映した柔軟なグループ化が困難であり、
都市部では安全性のパラメータである k 値を⼤き
く上回るグループが多く⽣成され、また⼈⼝の少
ない地域では k 値を満たすグループが作成されず、
多くのレコードが削除される結果となった。この
結果を踏まえ、地域情報に国⼟交通省の位置参照
情報に含まれる町丁⽬レベルの GPS 座標を付与し、
GPS 基準点に基づく動的な領域分割処理を⾏った
ところ、匿名化グループのサイズの均⼀化につい
て⼤幅な改善が実現できた。 
Ｄ．考察 
 GPS 位置情報を参照することで、適切な粒度の
地域情報の定義が可能となったが、⼀⽅市区町村
の境界を超えた地域グループも現状定義されてい
る。このような地域情報が分析者のニーズを満た
すものであるかの検討は必要であり、匿名化処理
された地域情報の可視化⽅法を検討する予定であ

研究要旨: 本研究では、がん登録情報を対象とする匿名化⼿法の確⽴を⽬指す。特に、外観識別性の⾼い地域
情報の⼀般化処理に着⽬し、２種類の匿名化アルゴリズムを実装した。評価実験の結果、通常の地域レベル
（都道府県、市区町村、町丁⽬）による⼀般化処理では⼈⼝密度が⼤きく異なる様々な地域を適切にグルー
プ化することは困難であり、GPS 位置情報の基準点に基づく地域分割の有効性を⽰すことができた。 
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る。 
E. 結論 
 地域情報の匿名化処理において、地域の隣接性
を考慮できる GPS 位置情報を⽤いた領域分割の⼿
法は、匿名化データの粒度であるグループサイズ
の均⼀化に有効な⼿法であることが確認できた。 
Ｆ．健康危険情報 
  なし。 
Ｇ．研究発表 
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 特になし。 
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